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研究成果の概要（和文）： 
本研究では、タイ・マレーシア裾野産業への官民連携型の「ものづくり人材」育成支援の
事例を対象とした国際・産業間比較を通じて、効果的な支援のあり方や官民の役割分担に
ついて包括的な分析を行った。分析に当たっては、人材育成・技術移転論を核として、主
に効率性の観点から産業政策・援助政策論、また妥当性の観点から経営戦略・組織論ベー
スの技術経営論の議論を援用することで、より体系的な形で支援の効果を検討し、政策提
言することを目的とした。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This study made a comprehensive analysis on the way of effective assistance and the 
role sharing of public and private sector. It was conducted through international and 
inter-industry comparison among assistances for developing “manufacturing human 
resources” under public-private partnership for Thai and Malaysian supporting 
industries. As to the analyses, it applied theory of human resource development and 
technology transfer as the center, industrial policy and aid policy mainly from the 
perspective of efficiency, and management of technology based on management 
strategy and organization theory from the perspective of relevance. Consequently the 
effectiveness of assistance was investigated more comprehensively with policy 
recommendations.  
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１．研究開始当初の背景 
タイ、マレーシアは、共に新興工業国とし

て著しい成果を上げてきた。とりわけ機械産
業における生産・輸出増大の背景には、部品
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サプライヤーをはじめとする裾野産業の一
定の発展があった。裾野産業でも日系をはじ
め外資系企業が大きな役割を果たしてきた
が、地元資本企業も二次・三次の中小企業を
含めて産業発展に貢献してきたといってい
い。しかし、最終製品が輸出市場、自由化の
進む国内市場で国際競争に直面するにつれ、
地元資本サプライヤーも従来以上に品質・納
期・コスト（QCD）の向上が求められるよう
になった。産業全体として QCD 向上を長期
的に実現するには、地元資本企業による関連
の「ものづくり人材」育成が不可欠である。
このため、当該企業による個別の取り組みや
アセンブラー、大手一次サプライヤーによる
支援も講じられてきた。ただし、人材育成は
外部性を持つため、個別企業や企業間関係に
基づく支援だけでは産業レベルで必要な投
資を確保できない恐れがある。こうした認識
の下、日本とタイ、マレーシアの官民が連携
する形での人材育成支援が試みられており、
この「官民連携型」が支援効果を上げるため
の方策の検討が重要な課題となっている。 
 
２．研究の目的 
基盤研究（B）タイ自動車部品メーカーに

おける産業人材育成と官民連携支援（平成 19
～21 年度）で対象としたタイの自動車産業
（自動車産業人材育成プロジェクト：
AHRDP）の研究結果とその後の実施状況を
参照例として、国際比較の観点からマレーシ
アの自動車産業（日本マレーシア自動車産業
協力事業：MAJAICO）、産業間比較の観点か
らタイの金型産業（タイ金型産業育成プロジ
ェクト：MDP）における人材育成の支援事例
を比較分析する。この作業を通じて、効果的
な支援のあり方についてより包括的な知見
を得ることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
まずタイとマレーシアの自動車産業、タイ

の金型産業の「官民連携型」人材育成支援の
各事例について個別の事例研究を実施した。
その際、分析枠組みを精緻化したうえで、プ
ロジェクト実施機関や参加企業・個人へのイ
ンタビューやアンケート調査を用いて、各プ
ロジェクトの制度設計、サブプロジェクト・
レベルの支援効果、支援内容と企業戦略・組
織の適合の各項目について分析した。そのう
えで、各項目の分析結果を踏まえて各事例の
包括的な効果とその要因について検討した。
続いて、事例間の比較を実施し、各ステーク
ホルダーへの政策提言を行った。 

 
４．研究成果 

タイ自動車産業・金型産業、マレーシア自
動車産業の各事例における地元資本サプラ
イヤーへの人材育成支援について、以下の点

を明らかにした。 
1)分析枠組みの精緻化のための定量・定性指
標の検討:ものづくり能力の構成要素、技術
の受け手（transferee）に対する研修の効果、
技術の出し手（transferor）としての日本人
専門家の業務実施状況の評価、官民連携型
ODA プロジェクトの評価の各項目について既
存研究や実務における指標の妥当性を検討
し、対象事例の特性に応じた改善の方向性を
示した。指標の開発に当たっては、個人・組
織特性、支援内容の満足度、学習、職場での
行動変容、ビジネス上の成果に加え、職場で
の上司や同僚の支援を多面的にみることに
よって客観性を高めた。 
2)サブプロジェクト・レベルの実施過程と効
果（人的資源開発・技術移転論）:各サププ
ロジェクトに関して現地でのインタビュー
を行い、実施過程についての情報を入手した。
タイの自動車産業技能検定については、1)で
作成した指標を用いて研修効果に関する質
問票調査を実施した。全般に学習効果は十分
に上がっているものの、学習した内容をどの
ように実際の仕事に反映させるかが課題と
なっていることが分かった。 
3)各プロジェクトの制度設計と実施状況（産
業政策・援助政策論）:各事例について日本
と現地双方の民間企業、業界団体、政府の役
割・関与を中心として比較検討を実施した。
その結果、日本企業のプレゼンスおよび当該
産業の国際競争力が制度設計、実施状況のい
ずれにおいても強い影響を及ぼしているこ
とが明らかになった。 
4) 研修・移転内容と企業戦略・組織の適合
（経営戦略・組織論ベースの技術経営論） 
文献調査に基づいて、エンジニアリングへの
展開が進んでいる当該産業においては、製品
アーキテクチャ論の観点から「摺り合わせ」
型の人材がより求められるようになってい
ることを示した。 
5) 各事例の包括的効果（3分野の分析結果の
統合） 
 産業政策・援助政策の観点を中心に、包括
的な効果の評価を行った。その結果、タイ・
マレーシアの両国で運営の現地化、とくにタ
イでは生産分野からエンジニアリング・開発
分野への高度化が進んでいることが分かっ
た。 
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